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中島巖教授略歴および研究業績
略 歴
昭和11年2月12日兵庫県に生まれる
昭和20年4月父を亡くし母と二人になる
昭和26年4月兵庫県立福崎高等学校定時制夜間部入学
昭和26年9月兵庫県立生野高等学校編入
昭和29年3月同高等学校卒業
昭和29年4月神戸大学教育学部幼小課程入学
昭和34年3月同教育心理科卒業（教育学士）
昭和34年4月大阪大学大学院文学研究科教育心理学専攻修士課程入学
昭和38年3月同修士課程修了（文学修士）
昭和38年4月同博士課程進学
昭和39年4月愛知大学文学部専任講師（心理学）
昭和43年4月関西大学文学部専任講師（教育心理学）
昭和45年4月関西大学文学部助教授
昭和52年4月～平成12年3月関西大学文学部教授
昭和54年10月～昭和57年9月関西大学学生部長代理
昭和57年10月～昭和58年9月関西大学教学部長代理
昭和61年4月～昭和62年3月関西大学学術研究員（マンハイム大学・心理学
第3講座客員）
昭和63年11月～平成3年9月関西大学就職主事
平成4年6月～平成6年5月関西大学大学協議会協議員
平成4年10月～平成6年9月関西大学学生部長代理（第2部担当）
平成6年10月～平成9年9月関西大学学生部長
平成11年4月～平成13年3月関西大学国際交流センター所長
平成12年4月～平成17年3月関西大学外国語教育研究機構教授（ドイツ語、
言語心理学）
平成13年6月～平成17年3月関西大学大学協議会協議員
平成17年4月関西大学名誉教授
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研究業績
著 書
教育心理学
共編著昭和53年5月（1978）福村出版
ライフサイエンスー「からだ」と「こころ」
共著 昭和58年4月(1983)玄文社
生命の流れ
共著 平成元年6月(1989)玄文社
学校教育のための心理学
共著 平成元年9月（1989）福村出版
生命現象を考える
共著 平成4年3月（1992）玄文社
分担執筆
現代心理学の生い立ち（津留宏・小嶋秀夫編概説心理学第2章）
単著 昭和51年11月(1976)有斐閣
心理学の歴史（澤田昭・関崎一編現代の心理学第1章第2節）
単著 昭和56年4月(1981)小林出版
心理学の発展（北尾倫彦・小嶋秀夫編心理学への招待第12章）
単著 昭和61年2月(1986)有斐閣
Kanji-ZeichenundPuppenstuben:ExperimentelleSprachpsychologieim
InterkulturveIgleich.In:H.J.Kornadt/G.Trommsdorff(Hrsg.):
DeutschjapanischeBegegnungenindenSozialwissenschaften,IV:Kulturund
Sprache.
単著 平成5年(1993)KonstanzerBeitragezursozialwis
senschaftlichenForschung,Band6
(UniversitatsvedagKonstanzGmbH)
人間生成と言語（岡田渥美編人間形成論：教育学の再構築のために第2章
第1節）
単著 平成8年3月（1996）玉川大学出版部
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学術論文
THOMSON「見本説」と智能の定義
単著 昭和40年3月（1965）愛知大学文学論叢（第30輯）
（愛知大学文学会）
智能研究の方法論に関する一省察
単著 昭和41年3月（1967）愛知大学文学論叢（第32輯）
知能研究の方法論に関する一省察（Ⅱ）
単著 昭和43年12月(1968)関西大学教育科学セミナリー
（創刊号）
（関西大学教育学会）
知能研究の方法論に関する一省察（Ⅲ）
単著 昭和44年3月（1969）関西大学文学論集（第18巻第4号）
（関西大学文学会）
知能研究の系譜における現在の問題
単著 昭和46年6月(1971)関西大学教育科学セミナリー
（第3号）
言語行動の仕組みとその形成に関する心理学的断章
単著 昭和49年12月(1974)関西大学教育科学セミナリー
（第6号）
Einigetheoretisch-psychologischeBetrachtungenUberdieAnalysederOrga戸
nisationdessprachlichenVerhaltensundihresEntwicklungsprozesses(1).
単著 昭和50年11月(1975)関西大学文学論集（第25巻特輯号）
Einigetheoretisch-psychologischeBetrachtungeniiberdieAnalysederOIgaF
nisationdessprachlichenVerhaltensundihresEntwicklungsprozesses(2).
単著 昭和51年12月（1976）関西大学文学論集（第26巻第1号）
UberdieBeziehungzwischendem,,Anfangswissen"undderFaktorenstruktur
derlntelligenz.
単著 昭和54年3月（1979）関西大学文学論集（第28巻第4号）
｢象徴機能」の発生的契機について：基本概念の探索と吟味
単著 昭和59年3月（1984）ライフサイエンス調査研究報告書
（関西大学工業技術研究所）
ZurAnalysederEntwicklungsorganisationdessprachlichenHandelns.
単著 昭和62年12月(1987)関西大学教育科学セミナリー
（第19号）
9
発達課題論の構造：教育心理学の立場から
単著 平成元年3月(1989)関西大学教職課程研究センター年報
（第3号）
ZursprachpsychologischenAnalysedes,ZeigfeldeJEinedeutschjapanische
ForschungskooperationamBeispieldes,Puppensmben-Experimentsc.
単著 平成2年12月(1990)関西大学教育科学セミナリー
（第22号）
第二言語習得における動機づけの効果に関する研究（2）：外国旅行による第二
言語習得に対する意識変容
共著 平成5年3月(1993)姫路濁協大学一般教育部・紀要
（第4巻第1号）
UberdenEi㎡lullvonKanji-SchriftzeichenaufihreverschiedenenLesarten
undBedeutungen:Einsprachpsychologischerlnterkulturvergleich.
単著 平成7年3月(1995)関西大学文学論集（第44巻特輯号）
Wiek6nnenMelkmaleunterschiedlicherStufendesZweitsprachenerwerbsin
einallgemeineskognitionspsychologischesModenintegriertwerden？
単著 平成11年12月(1999)SocialandPsychologicalChange
ofJapanandGermany:TheLast
Decadeofthe20thCentury;In:
Proceedingsofthe5thMeetingof
theGermanJapaneseSocietyfOr
SocialSciences.WasedaUniversity
Press.
EineexperimentelleAnalysefijrderlicherBedingungendesVerstehenssuk-
zessivprasentirterPhrasen:VersuchzurErfOrschungderZweitsprachen-
erwerbsstufen.
単著 平成15年3月(2003)ENWRONMENTinNaturala d
Socio-CulmralContext.In:Proceed-
ingsofthe7thMeetingofthe
GermanJapaneseSocietyfOrSocial
Sciences.MusashilnstimteofTbch-
nology,FacultyofEnvironmental
andlnfOrmationStudies.
10
中島巌教授略歴および研究業績
論 稿
｢教育心理学」の歴史的背景を顧みる：新「教育心理学（教育の方法・技術を
含む)」の発足に寄せて
単著 平成2年3月（1990）関西大学教職課程研究センター年報
（第4号）
｢教育心理学」の歴史的背景を顧みる（続）：新「教育心理学（教育の方法・技
術を含む)」の発足に寄せて
単著 平成3年3月(1991)関西大学教職課程研究センター年報
（第5号）
｢教育心理学（教育の方法・技術を含む)」の現状と課題：講義内容のシラバス
化と教授方法の工夫をめく，って
単著 平成5年3月(1993）関西大学教職課程研究センター年報
（第7号）
なぜ“習得過程論”なのか： 「外国語習得過程論」への言語心理学的断章
単著 平成14年3月(2002）織田稔教授古稀記念論文集：外国語
研究一言語・文化・教育の諸相（北
村、河合、宇佐見、山本、竹内編）
所収
翻 訳
ガーダマー／フォーグラー編講座現代の人間学1：人類の進化と人間像
共訳 昭和54年5月(1979)白水社
ガーダマー／フォーグラー編講座現代の人間学5：心理学と人間像
共訳 昭和55年2月(1980)白水社
西ドイツにおける言語心理学研究の現況(Th・ヘルマン著）
単訳 平成元年5月 （1989）心理学評論(VOl.31,No.2.)
コミュニケーション技能としての第2言語能力：第2言語習得の言語心理学的
諸相(Th.ヘルマン著）
単訳 平成3年3月(1991)関西大学文学論集（第40巻第4号）
戦後ドイツにおける教育心理学の展開(H.-J.コルナット著）
単訳 平成7年3月(1995)関西大学教職課程研究センター年報
（第9号）
旧東ドイツにおける統一前後の教育心理学(G・トゥロムスドルフ著）
単訳 平成7年3月（1995）関西大学教職課程研究センター年報
（第9号）
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ドイツとヨーロッパにおける移民、少数民族と人権(G.シュミット著）
単訳 平成10年3月（1998）関西大学人権啓発行事・講演記録
第2言語習得の教授理論：フライブルク・モデルと研究現況(G.シュミット著）
単訳 平成10年10月(1998)関西大学文学論集（第48巻第1号）
言語権とローバル化(Eクルマス著）
単訳 平成14年2月(2002)関西大学人権問題研究室紀要
（第44号：開設25周年記念号）
言語心理学とは何か(Th.ヘルマン著）
単訳 平成15年11月(2003)関西大学大学院外国語教育学研究科
「第二言語習得論1 （言語心理)」
特別講演訳稿
ワーキングメモリーの機能と言語の関わり (G.リュアー著）
単訳 平成17年3月(2005)外国語教育研究（第9号）
（関西大学外国語教育研究機構）
事典／辞典
藤永保ほか編
項目
三宅和夫ほか編
項目
新版心理学事典
昭和56年11月(1981)
教育心理学小辞典
平成3年3月(1991)
平凡社
有斐閣
学会発表
知能の機構に関する研究（1）
単著 昭和44年10月(1969)日本教育心理学会第11回総会・発表
論文集
知能の機構に関する研究（2）
単著 昭和46年10月(1971)日本教育心理学会第13回総会・発表
論文集
知能の機構に関する研究（3）
単著 昭和50年9月（1975）日本教育心理学会第17回総会・発表
論文集
｢象徴機能」の発生的契機について：「行動研究」の立場から
単著 昭和59年4月(1984)京都科学哲学コロキアム
（第83回例会）
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象徴機能の仕組みとその形成：二次系行動の発生契機
単著 昭和60年3月(1985)ライフサイエンス研究会・講演集I
（関西大学工業技術研究所）
象徴機能の発生契機について：二次系行動の成立条件
単著 昭和60年ll月(1985)日本理論心理学会・年報
（第30．31号）
指示場(Zeigfeld)の構造について:PuppenstubeによるRaumreferenzの一
分析（日独比較）
共著 昭和63年10月(1988)日本心理学会第52回大会・発表論文
集
ZurAnalysederEntwicklungsorganisationdessprachlichenHandelns.
単著 平成元年6月(1989)Symposium:,,Sprachproduktionund
ihrlnput",Veranstaltungvonder
WerneFReimers-StiftunginBad
Homburg.
ZurdeutschjapanischenForschungskooperationamBeispieleinessprach
psychologischenExperiments.
単著 平成2年7月(1990)Derl・Kongrel3derDeutschJapaniF
schenGesellschaftftirSozialwissen-
schaftene.V,KeioUniversitat.
UberdenEinflullvonKanji-SchriftzeichenaufihreverschiedenenLesarten
undBedeutungen:Einsprachpsychologischerlnterkulturvergleich.
単著 平成4年8月(1992)Der2.KongrelSderDeutschJapaniF
schenGesellschaftfiirSozialwissenP
schaftene.Vl,UniversitatdesSaar
landes.
WiekannmanMerkmalejederStufezumZweitsprachenerwerbineinfir
derlichesDenkmodellhineinpasse､？
単著 平成10年9月(1998)Der5.KongrellderDeutschJapani-
schenGesellschaftmrSozialwissen-
Ihaftene.Vt,WasedaUniversitat.
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Across-culturalcomparisonofdiscrepanciesbetweenattitudesandbehaviorin
ecologicalissues.
共著 平成12年7月(2000)The27.ICPinStockholm;Program
No.:21626.ll;Category:27.31ssues
inthenamralenvironment.
AktivitatendeslnternationalenAustauschzentrumsderKansai-Universitatund
ihreBedeutung.
単著 平成12年9月(2000),,NEIZWERK":EineLektoren-
initiativemitUnterstiitzungdes
Goethe-InstitutsKansai/Osaka.
第2言語習得過程の分析：実験パラダイムと機能モデルの探索
単著 平成12年12月(2000)関西大学独逸文学会・第92回研究発
表会
EineexperimentelleAnalysevonBedingungenzurF6rderungderverstand-
lichenlntegrationsukzessivprasentierterPhrasen:VersuchzurErfOrschung
derZweitspracherwerbsstufen.
単著 平成14年10月(2002)Der7.KongrellderDeutschJapani-
schenGesellschaftfiirSozialwissenF
schaftene.V:,Musashilnstitutmr
′Iもchnologie.
学術講演通訳
Th.Herrmann:ZurSituationdersprachpsychologischenForschunginder
BundesrepublikDeutschland.
単訳 昭和63年4月（1988）昭和63年度関西大学文学部・学術講
演
Th.Herrmann:ZweitsprachenkompetenzalskommunikativeFertigkeit:
SprachpsychologischeAspektedesZweitspracherwerbs.
単訳 平成2年10月(1990)日本教育心理学会第32回総会・準備
委員会特別講演
H.J・Kornadt:DieEntwicklungderdeutschenpadagogischenPsychologie
seitdem2.Weltkrieg.
単訳 平成6年9月（1994）日本教育心理学会第36回総会・特別
小講演
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G.Trommsdorff:PadagogischePsychologieinDeutschlandseitderWrei-
●
nlgung.
単訳 平成6年9月(1994)日本教育心理学会第36回総会・特別
小講演
G・Schmitt:Migration,MinderheitenundMenschenrechteinDeutschlandund
Europa.
単訳 平成9年ll月(1997)1997年度関西大学国際人権週間・講
演
G・Schmitt:DidaktikdesZweitsprachenerwerbs-dasFreiburgerModellund
Forschungsstand.
単訳 平成9年12月(1997)平成9年度関西大学文学部・学術講
演
ECoulmas:LanguageRightsandGlobalization.
単訳 平成13年9月 関西大学人権問題研究室開設25周年
記念・国際シンポジウム（民族と国
家を超えて一国際化時代における人
権）講演
G.Liier:WelcheRollespieltdieSprachefiirdieFunktionendesArbeits
gedachtnisses？
単訳 平成16年9月(2004）日本心理学会第68回大会・特別招待
講演
雑誌・新聞記事
｢大学教育の危機」その一断面（理念と主体性の問題を中心に）
昭和41年ll月 愛知大学学生論叢
（第12．13合併号）
真の孤独と連帯性
昭和43年1月 愛知大学新聞（第187号）
Wブレンディンガー「ウマの心理を読む」 （独和訳）
昭和52年12月 アニマ（第6巻第1号、平凡社）
"学の実化”を目指して（ある課外ゼミの学生たち）
昭和55年12月 葦（第57号、関西大学教育後援会）
コンピュータ時代への生活をどう築く （ワープロ使用1年の経験を通して）
昭和58年12月 葦（第66号）
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｢自己」教育への方法序説上（関大の伝統に何を学ぶか）
昭和59年4月 葦（第67号）
｢自己」教育への方法序説下（関大の伝統に何を学ぶか）
昭和59年12月 葦（第69号）
マンハイム大学の日常を歩く
昭和62年7月 関西大学通信（第166号）
西独マンハイム大学のゼミナール風景
昭和62年8月 葦（第77号）
｢句と文脈」のエネルケイァ
昭和62年11月 キャリアガイダンス11(リクルート）
進化とこころ（シンボルを理解する動物：言語行動の仕組み）
平成元年1月 関西大学通信（第178号）
統一ドイツの大学事情（マンハイムからの管見）
平成5年3月 Bote(第31号、大阪日独協会）
BnNETでドイツの大学と研究交流
平成5年7月 私情協ジャーナル(VOl.2,No.1.）
ドイツの学生、 日本の学生（マンハイムからの便り）
平成10年8月 葦（第110号）
ドイツの名門ゲッティンゲン大学と交流基本協定に調印
平成11年10月 関西大学通信（第275号）
国際交流の質の向上をめざして
平成12年1月 ATinyRipple(国際交流センターニ
ユース、No.34)
国際交流と外国語教育
平成12年6月 おおさかみなみUNESCO
（大阪南ユネスコ協会、V0l.2)
協定校の横顔：ゲッティンゲン大学（ゲオルク・アオグスト大学）
平成12年8月 葦（第116号）
第二言語習得への道しるべ（ゲッティンゲン大学ゾンマークルスの関大生奮闘
記）
平成12年12年 葦（第117号）
ゲッティンゲン大学との学生交流について
平成13年1月 関西大学通信（第286号）
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